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表紙の解説
今にも泳ぎ出そうとするヒラメ

ヒラメは日本海の沿岸漁業の重要種であり、種苗放流や資源管理が行われています。特に青森県の漁
獲量は日本でもトップクラスで、ヒラメが県の魚として指定されています。平成23年度魚種別系群別資源
評価（ダイジェスト版）によると、日本海北・中部系群のヒラメ資源は「低位・横ばい」とされ、今後も
資源の増加に向けた管理方策を行う必要があると考えています。


